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QCDにおけるカラーの閉じ込めやカイラル対称性の破れといった強結合領域の振る舞いを説明
する試みとして，AdS/CFT対応 [1]を用いたD4/D8-D8模型 [2]がある．Nc枚のD4ブレインとNf

枚のD8-D8ブレインからなる配位に対して地平面近傍極限とプローブ近似 (Nc À Nf )を考えるこ
とで，低エネルギー有効理論はフレーバーがNf 種類のクォークを含んだ 4次元U(Nc)Yang-Mills
理論となる．系のダイナミクスはD4バックグラウンド中のD8ブレインの有効作用，Dirac-Born-
Infeld(DBI)作用によって記述される．この模型が持つU(Nf )L×U(Nf )Rカイラル対称性はD8-D8
ブレインの配位によってU(Nf )V に破られる．この模型は有限温度の場合に拡張されており，ゲー
ジ理論側の閉じ込め／非閉じ込め相転移やカイラル相転移が論じられている [3]．
我々は今回，新たにD8ブレイン上の純電気的なU(1)ゲージ場A = A0dtE を考え，その漸近

値としてバリオン数に対応する化学ポテンシャルを導入し，有限温度・有限密度系において相構造
を議論した [4]．具体的には，低温 (閉じ込め)相・高温 (非閉じ込め)相のそれぞれにおいてD8ブ
レインの配位と U(1)ゲージ場に対する運動方程式を解き，これらの解を DBI作用に代入するこ
とで温度と化学ポテンシャルの変化に対する相構造を調べた．結果は次の通りである．低温相で
はD8ブレインとD8ブレインがU字型につながった配位が得られ，化学ポテンシャルの値によら
ずカイラル対称性が破れた相であることが分かった．高温相では 2種類の解が可能である．一つ目
は低温相同様，D8ブレインとD8ブレインがU字型につながった解であり，これはカイラル対称
性が破れた相に対応している．二つ目はD8ブレインとD8ブレインがそれぞれ真っ直ぐに伸びた
解であり，これはカイラル対称性がある相に対応している．高温相においてこれらのうちどちら
が実現されるかは，それぞれの解を元のDBI作用に代入しその大小関係を評価することによって
判断できる．実際，数値計算によってこれを実行すると，(高温相中で比較的)低温・低化学ポテン
シャルの領域ではカイラル対称性が破れた相になっているが，ある (Tc, µc)でカイラル相転移が起
こり，この µcは温度が上がるほど小さくなることが分かった．またある温度 Tmax

c 以上では常に
カイラル対称な相になっていることも分かった．なお，このカイラル相転移は 1次相転移である．
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